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はじめに

　河北潟において，かつての汽水環境を一部でも復活さ
せようというビジョンが，地域の環境 NPO等から発信され
ている．また，自然再生推進法に基づく法定協議会を設
立する取り組みの中でも，現在の汽水域部分において低
塩分環境の創出が自然再生事業の目標として掲げられて
いる．現在の河北潟は，大規模な干拓と防潮水門設置に
よる淡水化によって汽水環境が大幅に縮小されているた
め，元々の汽水環境を少しでも復活させ，かつての豊富
な魚介類を呼び戻したいというのが事業のひとつの趣旨と
みられる．そこで改めて，汽水域というところがもつ生物的
な重要性を整理し，河北潟における再汽水化事業推進
の一助としたい．
　汽水域は，海域から淡水域にかけて塩分濃度の低下
勾配がみられるが，本稿で著者が注目しているのは，塩
分濃度が淡水に近くなるような領域の貴重性である．その
ような領域を，汽水域上流部や汽水域上端部と表現して
いるが，この 2つの領域の違いを付記しておく．汽水域
上流部は，汽水域内でも塩分濃度が比較的低い上流寄
りの地域一帯を指すのに対し，汽水域上端部は汽水と淡
水の境界で，海水の流入効果はあるものの塩分濃度はほ
ぼゼロに近いという特徴をもっているところである．

汽水域固有の生物とその特徴

低塩分環境への適応
　汽水域は海と川との境目に位置するところで，当然塩
分濃度が海水よりも薄く，かつ変動も大きいという特徴を
もっている．そのためここを生息場所としている生物は，い
ずれもこのような塩分濃度の特性に適応している．例えば
水産有用種で汽水域をすみ場所にしている代表的なも
のとして，河北潟でもかつて漁獲されていたヤマトシジミ

Corbicula japonica（図 1–A）が挙げられるが，本種
の成貝は低塩分条件を好み，淡水でも生育可能であるが， 
反面，海水に近い高塩分条件は致死要因になる（田中，
1984；山室，1996）．アオノリとして食用にされている緑藻
スジアオノリUlva proliferaも，河川の河口域で採取され
ているが，その生息塩分条件は，半海水から0.01‰まで
の低塩分を好むとされる（大野・高橋，1988）．クルマエ
ビMarsupenaeus japonicus やヨシエビMetapenaeus 
ensis といったクルマエビ科のエビ類でも，多くの種で稚エ
ビが汽水域の低塩分条件に適応していることが知られて
いる（例えばGunter，1961；Green，1968）．アメリカ東
海岸で水産上重要なワタリガニ科のアオガニCallinectes 
sapidusでは，成体の繁殖活動が汽水域の低塩分下で
行われ， 産み出された幼生は海域で育つものの，稚ガニ
は汽水域でも低塩分の上流域で過ごすとされる（Green，
1968）．つまりこれらの生物にとっては，汽水域のもつ低塩
分環境が生存上重要な環境要素になっているのである．
　低塩分環境への適応は，体液浸透圧調節能に基
づくところが大きい．河口域の転石潮間帯に生息するカ
ニ類の流程分布をみると，カワスナガニDeiratonotus 
japonicus（図 1–B）が他種に比べて上流域に片寄
る傾向がみられるが（Fukui & Wada，1986），本種の
血液浸透圧は，他種に比べて低いレベルに保たれてお
り（松政，2008）， 低塩分環境への生理的適応を示して
いるのである．低塩分への耐性実験は， さまざまな汽水
性の動物で行われているが，塩分がほとんどゼロになる
汽水域上端部付近だけに生息する巻貝タケノコカワニナ
Stenomelania torulosa（図 1–C）についての耐性実
験（岡崎・和田，2007）を例示する．本種は大型個体，
小型個体とも，淡水・1/4海水で 1ヶ月間生存できたが，
半海水では 20日目以降に死亡する個体が出始め，原海
水では 25日目までにどの個体も死亡するという結果になっ
ている．汽水域でも上端部に限られる本種の分布特性が，
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海水に弱く，淡水寄りの塩分条件に強いという生理特性
と結びついていることが理解できる．同じように汽水域上
端部から淡水域までに分布する（Kobayashi & Iwasaki，
2002）巻貝のイシマキガイClithon retropictumでも，
1/4海水以上の塩分濃度下では，2週間くらいでほとんど
死亡することが知られている（宮本，1960）．
　魚類でも例えばイシガレイPlatichthys bicoloratusや
ヌマガレイPlatichthys stellatusは，成魚は海域に分布
するが，仔稚魚は河川の河口域に入ってそこで成長する
という生活環をもっているが，仔稚魚は低塩分への高い
適応能をもっているとされる（大森・靍田，1988）．これ
とは反対に，成魚が汽水域でも特に上端部周辺に生息
し，そこで産卵活動を行っている種もある．有明海特産
種のエツCoilia nasusやアリアケヒメシラウオNeosalanx 
reganiusである．これらの種の卵は，産卵される環境に
適応しており，その孵化率は，エツでは 1/4海水以上の
濃度で淡水下よりも低くなり，アリアケヒメシラウオでは淡水
下で正常に孵化するものの，1/5海水では孵化しないか
孵化直後に死滅するとされる（田北，2000）．

個体群の地域固有性
　汽水域という環境は，沿岸線上に連続的に存立して
いるわけではなく，河川河口の位置に応じて断続的に配
置されており，その結果汽水域に生息する生物もその分
布が断続的になる．言い換えれば地域個体群の隔離性
が強くなり，これによって地域間での遺伝的な分化が大き
くなることが予測される．実際，河川河口域の上端部に
分布するカワスナガニは，沿岸性のカニ類の中でも地域
集団間で顕著な遺伝的分化傾向をもつことがわかってい
る（Kawane et al.，2008）．同じように汽水域の比較的
上流部に分布するアリアケモドキDeiratonotus cristatus
（図 1–D）は，北海道から沖縄までの広い分布域をもち
ながら，本州四国太平洋岸，北海道・九州西岸・瀬戸
内海，奄美大島沿岸の 3地域間で，共通するハプロタイ
プが全くないほどの遺伝的分化が認められる（Kawamoto 
et al.，2012）（図 2）．アリアケモドキに極めてよく似た稀
少種クマノエミオスジガニDeiratonotus kaoriaeは，三
重県，宮崎県，長崎県とその分布が大きくかけ離れて
おり（和田，2012），遺伝的にも三重県と宮崎県との間
では共通のハプロタイプがないほどの相違が認められる
（Kawane et al.，2012）．以上 3種のカニは，いずれも
スナガニ上科のムツハアリアケガニ科に属するが，イワガニ

上科の種で汽水域上流部を生息場所としているタイワンヒ
ライソモドキPtychognathus ishii（図 1–E）でも，日本
の集団間で比較的顕著な遺伝的分化がみられている（川
根・和田，2015）．本種の場合，日本本土内では分化は
みられないが，対馬，加計呂麻島，沖縄島といった島嶼
集団で顕著な分化が認められている．
　なお，これら汽水性のカニ類は，日本本土の日本海側
の沿岸では記録が限られ，石川県での記録は長い間知
られていなかったが，近年アリアケモドキとタイワンヒライソ
モドキの初記録が報じられている（山川ほか，2022；山
下ほか，2022）．
　一方で，集団間の遺伝的分化がみられない汽水性の
カニもある．河北潟でも生息がみられるイワガニ上科ベン
ケイガニ科のクロベンケイガニOrisarma dehaaniである．
本種は，カワスナガニやタイワンヒライソモドキと同じように，
河口域でも低塩分条件の上流寄りに分布する（和田ほ
か，2023）が，本種の本州（日本海沿岸集団（福井県）
を含む）から沖縄までの集団間には遺伝的な分化は認
められていない（Kawane et al.，2008）．また多くの種が
汽水域から淡水域までに生息することが知られているコハ
クカノコ科の巻貝類でも，集団間での遺伝的な均質性が
示唆されている（狩野，2009）．

海と川を行き来する動物にとっての汽水域
　海と河川を生活史に伴って使い分ける水生動物にとっ
ては，汽水域は海と川との間の通過点の価値しかない
ものではない．遡河性魚類の代表であるサケ科魚類で
は，河川で孵化した幼魚が川から海へ下る途中，河口域
に一定期間滞在し，そこを摂餌や塩水への生理的順化
の場として利用する．この汽水域での滞在は，その後の
成長や生残に大きく影響するため（Bond et al.，2008；
Duffy & Beauchamp，2011），これらの魚類にとって河
口域は重要な保育場（nursery ground）とされる（Gross 
et al.，2023）．
　一方ウナギなど，海で産卵し川で成長する降河性魚
類でも，汽水域は，海水から淡水または淡水から海水
への順化と摂餌の場として重要である．ヨーロッパウナギ
Anguilla anguillaでは，海から河口域に到達したレプト
ケファルス幼生が変態したシラスウナギが汽水域起源の
有機物を餌に取っていることが明らかにされており，河口
域がかれらの餌場として機能していることが示唆されて
いる（Bardonnet & Riera，2005）．さらにニホンウナギ
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図 1. A：ヤマトシジミ，B：カワスナガニ，C：タケノコカワニナ，D：アリアケモドキ，E：タイワンヒライソモドキ．

Anguilla japonicaでも，河口域に生息している個体は，
河口域の干潟のベントス種を主な餌にしていることが明ら
かになっている（Kan et al.，2016）．
　アユ Plecoglossus altivelis altivelisやテナガエビ
類など，ほとんどの生活を淡水域で過ごし，幼期のみ海
域を利用するような両側回遊性の動物でも汽水域は生
存上重要なところとなっている．例えばリュウキュウアユ
Plecoglossus altivelis ryukyuensisでは，海域で育っ
た仔稚魚が淡水馴致のため河川河口域にしばらく滞在
することが知られている（岸野・四宮，2005）．モクズガ
ニEriocheir japonicaは，海域で浮遊幼生期を経た後，
河川汽水域の上端部から淡水域の最下流部にかけて着
底し，そこで稚ガニに変態してから河川を遡上するとされる
（小林，2008），つまり汽水域上端部周辺は，幼生が河
川に加入する発端として重要なのである．

まとめ：汽水域の保全の意義

　以上汽水域に住む生物の特徴を3つの観点からまと
めてみた．まずひとつは低塩分に適応した固有の生物が，
汽水域，特にその上端部付近に生息しているという点で

ある．河口域に造られる河口堰や防潮堤は，汽水域にみ
られる塩分勾配をなくしてしまい，とりわけ低塩分環境を喪
失させる．そのため特に低塩分に適応した生物は生存し
にくくなるのは自明のことである．汽水域上端部をすみ場
所としているタケノコカワニナやカワスナガニなどは，低塩
分環境の生息圏が減じるし，汽水域上端部で繁殖活動
を行うエツなどの魚類は繁殖場を失うこととなる．
　また川と海を行き来する動物にとっても，河口の汽水域
はその生活史上重要な意味をもっている．サケ，アユ，ウ
ナギなどいずれも，河口域での生育がその後の生存や成
長に影響するのである．埋め立てや河口堰によって汽水
域が狭められれば，こういった回遊魚に負の影響をもたら
すこともまた自明のことである．
　最後に汽水域特にその上流部に生息する動物には，
遺伝的にも個々の地域への固有性が高い特徴がある点
も重要である．海岸性の動物は，浮遊幼生期の海域で
の分散により地域集団間での遺伝的交流が大きいのに対
して，汽水性の動物では幼生が河口域内に保持される
傾向が強いため，地域集団間での遺伝的交流は希薄と
なり，地域固有性が高くなると理解される．そのため汽水
域に住む生物では，個々の地域ごとにその種の保全を考
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図 2. アリアケモドキのミトコンドリアDNA COIハプロタイプネットワーク図．各丸の大きさは，そのハプロタイプをもつ個体
の数に比例する．各色は各地域集団を示す．クレードAは本州・四国太平洋岸（Loc. 3，4，5，6，9，10），クレー
ドBは北海道（Loc．1，2）・瀬戸内海（Loc．7，8）・九州西岸（Loc．11，12），クレードCは奄美大島（Loc．
13）の地域集団から成っている．

慮する必要がある．結果として，汽水性の生物がみられる
河口域は，固有の地域個体群を守るためにも，その汽水
環境が維持されなければならないと言える．
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